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は
じ
め
に

従
来
、
日
本
統
治
期
の
台
湾
史
研
究
の
多
く
は
、
抗
日
運
動
中
に

活
動
を
行
っ
て
い
た
台
湾
総
督
府
国
語
学
校
の
台
湾
人
校
友
を
研
究

対
象
と
し
て
き
た
。
本
論
文
で
は
地
域
社
会
に
い
た
日
本
人
と
台
湾

人
の
校
友
を
研
究
対
象
と
し
、
彼
ら
が
植
民
地
政
府
及
び
地
域
社
会

で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
、
ま
た
、
植
民
地
教
師
と
い
う

近
代
化
を
担
っ
た
職
業
は
植
民
地
社
会
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
を
究
明
し
た
い
。

日
本
統
治
期
の
台
湾
総
督
府
国
語
学
校
に
関
す
る
研
究
に
は
か
な

り
の
蓄
積
が
あ
る
。
そ
の
中
で
代
表
的
な
も
の
は
呉
文
星
の
『
日
據

（
１
）

時
期
臺
灣
師
範
教
育
之
研
究
』
と
謝
明
如
の
「
日
治
時
期
臺
灣
総
督

府
國
語
學
校
之
研
究
（
一
八
九
五
～
一
九
一
九
）」
で
あ
る
。
呉
文
星

は
師
範
教
育
（
国
語
学
校
時
期
を
含
む
）
が
台
湾
社
会
の
指
導
層
を
育

成
す
る
揺
籃
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
彼
の
研
究
に
基
づ
い
て

謝
明
如
は
台
湾
総
督
府
国
語
学
校
の
役
割
や
授
業
内
容
な
ど
の
制
度

上
の
変
遷
を
研
究
し
、
国
語
学
校
を
「
台
湾
初
等
教
育
の
旗
手
で
各

教
育
の
源
で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
た
。
ま
た
台
湾
教
育
史
と
の
関
連

で
は
、
台
湾
師
範
教
育
に
お
け
る
女
性
教
師
に
つ
い
て
の
研
究
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
游
鑑
明
『
日
據
時
期
臺
灣
的
女
子
教

育
』
と
同
「
日
據
時
期
公
學
校
的
臺
籍
女
教
師
」、
新
井
淑
子
「
植
民

地
台
湾
に
お
け
る
高
等
女
学
校
出
身
の
女
教
師
の
実
態
と
意
識
─
ア

（
２
）

【
特
集
２
】

植
民
地
期
台
湾
総
督
府
国
語
学
校
に
お
け
る
日
本
人
と
台
湾
人
校
友
の
役
割

─「
共
治
庄
政
」：
草
屯
地
域
に
お
け
る
渥
美
寛
蔵
と
洪
清
江
の
関
係
を
中
心
に
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ン
ケ
ー
ト
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
資
料
─
」
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

公
学
校
教
師
で
あ
っ
た
黃
旺
成
の
日
記
の
公
開
に
よ
り
植
民
地
教
師

の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
日
本
人
教
師
を
研
究
対

（
３
）

（
４
）

象
に
し
た
弘
谷
多
喜
夫
は
「
植
民
地
教
育
と
日
本
人
教
師
」
の
中
で
、

植
民
地
教
師
の
育
成
に
お
け
る
日
本
人
と
台
湾
人
の
差
別
に
つ
い
て

指
摘
し
、
国
語
学
校
に
お
け
る
日
本
人
と
台
湾
人
校
友
が
地
域
社
会

で
は
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
新
た
な
問
題
意
識
を
提
起
し
た
。

以
上
に
挙
げ
た
諸
先
行
研
究
は
そ
れ
ぞ
れ
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ

る
が
、
そ
れ
ら
は
主
に
教
育
史
、
学
校
史
、（
女
性
）
教
師
と
植
民
地

と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
国
語
学
校
の

校
友
（
主
に
男
性
教
師
）
と
地
域
社
会
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
そ
れ

ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
本
論
文
は
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
基

づ
い
て
、
植
民
地
統
治
に
お
け
る
教
師
と
い
う
職
業
の
位
置
づ
け
を

さ
ら
に
明
ら
か
に
し
、
国
語
学
校
に
お
け
る
日
本
人
と
台
湾
人
校
友

の
役
割
を
考
察
し
た
い
。

研
究
対
象
と
す
る
の
は
、
日
本
統
治
期
に
草
屯
地
域
（
旧
称
北
投

堡
、
草
鞋
墩
な
ど
、
現
在
の
南
投
県
草
屯
鎮
）
で
活
動
し
て
い
た
国
語

学
校
校
友
の
日
本
人
渥
美
寛
蔵
（
一
八
七
二
～
？
）
と
台
湾
人
洪
清

江
（
一
八
八
一
～
一
九
六
四
年
）
で
あ
る
（
表
１
）。
統
治
者
と
被
治
者

と
い
う
前
提
で
教
師
を
し
て
い
た
国
語
学
校
の
校
友
は
、
植
民
地
政

策
を
実
施
し
、
植
民
地
社
会
で
教
育
と
教
化
を
行
う
際
、
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
、
そ
の
相
違
点
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を

探
り
た
い
。

（
５
）

（
６
）

表１ 渥美寛蔵と洪清江の学歴・経歴一覧表

年 代学歴・経歴氏 名

１８９９国語学校甲種講習科卒渥美寛蔵
（１８７２-？） １８９９-１９００南投公学校草鞋墩分教場主任

１９００-１９１２草鞋墩公学校校長

１９２０-１９３８草屯庄庄長

１９３９-１９４０退職草屯街街長

１８９９草鞋墩公学校肄業洪清江
１８８１-１９６４ １９０６国語学校師範部乙科畢業

１９０６草鞋墩公学校訓導

１９０７-１９０８皮仔寮公学校訓導

１９０９-１９１５草鞋墩公学校訓導

１９１５-１９２０草屯墩支庁新庄区区長

１９２０-１９３６草屯庄助役

１９３７-草屯信用購買販売利用組合理事、信用部長

１９３７-草屯街協議会員（民選）

作成：筆者／出典：『旧植民地人事総覧 台湾編』（日本図書センター、１９９７年等）。
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渥
美
寛
蔵
と
洪
清
江
を
研
究
対
象
に
し
た
理
由
は
次
の
二
点
で
あ

る
。
ま
ず
、
二
人
は
国
語
学
校
の
校
友
と
い
う
共
通
点
と
接
点
を

持
っ
て
い
た
、
そ
し
て
、
地
域
社
会
に
お
い
て
二
人
は
特
別
な
関
係

を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
洪
清
江
は
草
屯
四
大
姓
（
洪
・
李
・

林
・
簡
）
の
一
つ
で
あ
る
洪
一
族
の
一
員
と
い
う
理
由
で
、
植
民
地

政
府
に
重
用
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
く
洪
一
族
の
成
員
で
あ
っ
た
洪
玉

麟
も
清
末
に
北
投
堡
の
総
理
を
務
め
、
日
本
統
治
初
期
に
保
良
局
長

に
就
任
し
て
い
る
。
彼
は
地
域
の
人
心
を
安
定
さ
せ
、
真
っ
先
に

「
誠
意
」
を
示
し
、
日
本
軍
の
進
駐
に
際
し
て
ほ
か
の
郷
紳
と
一
緒

に
日
本
統
治
に
協
力
し
た
。
ま
た
、
息
子
の
洪
元
煌
と
同
族
の
洪
清

江
ら
若
い
人
た
ち
を
植
民
地
学
校
へ
入
学
さ
せ
て
新
式
教
育
を
受
け

さ
せ
て
も
い
る
。
洪
玉
麟
の
死
後
、
洪
元
煌
は
洪
一
族
の
長
と
な
っ

た
が
、
一
九
二
〇
年
以
後
、
抗
日
運
動
の
指
導
者
の
一
人
に
転
身
し

た
。
洪
清
江
は
公
学
校
か
ら
国
語
学
校
に
進
学
し
一
九
〇
六
年
に
卒

業
し
た
。
そ
の
後
、
草
屯
地
域
公
学
校
教
師
、
新
庄
区
長
を
経
て
、

台
湾
地
方
制
度
改
正
後
の
一
九
二
〇
年
に
、
草
屯
庄
の
助
役
に
ま
で

昇
進
す
る
。
渥
美
寛
蔵
庄
長
（
後
述
）
を
補
佐
し
て
、
草
屯
地
域
に

お
け
る
地
方
行
政
官
僚
体
制
の
中
で
第
二
位
の
実
力
者
と
な
っ
た
。

そ
の
後
の
十
余
年
の
官
僚
人
生
に
お
い
て
草
屯
地
域
の
運
営
と
安
定

を
保
つ
た
め
に
、
絶
え
ず
同
族
の
洪
元
煌
を
中
心
と
す
る
抗
日
運
動

（
７
）

（
８
）

と
対
応
し
て
い
た
。
彼
は
渥
美
寛
蔵
庄
長
と
洪
元
煌
の
間
で
、「
植

民
政
策
協
力
者
」
と
「
地
域
社
会
保
護
者
」
と
い
う
二
つ
の
役
割
を

演
じ
た
の
で
あ
る
。

渥
美
寛
蔵
は
宮
城
県
の
出
身
で
、
一
八
九
九
年
に
国
語
学
校
甲
種

講
習
科
を
卒
業
し
て
か
ら
草
屯
地
域
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
草

屯
公
学
校
校
長
、
草
屯
庄
長
と
街
長
を
務
め
、
植
民
地
統
治
期
間
中

に
草
屯
地
域
の
「
王
様
」
と
な
っ
た
。
彼
は
長
期
に
わ
た
っ
て
草
鞋

墩
公
学
校
校
長
を
務
め
て
い
た
の
で
、
草
屯
地
域
の
若
い
世
代
と
師

弟
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
洪
元
煌
は
彼
の
最
初
の
門
下
生
で
、
洪
清

江
は
同
地
域
に
お
け
る
国
語
学
校
の
最
初
の
校
友
で
あ
っ
た
。
渥
美

寛
蔵
は
こ
う
し
た
関
係
を
誇
り
と
し
て
お
り
、「
百
姓
寛
蔵
」
と
自

称
し
、
台
湾
人
に
親
近
感
を
示
し
て
い
た
。

で
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
渥
美
寛
蔵
と
洪
清
江
の
つ
な
が
り
を

ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
前

に
、
ま
ず
草
屯
地
域
に
お
け
る
渥
美
寛
蔵
と
植
民
地
学
校
教
育
お
よ

び
台
湾
人
教
師
の
育
成
と
の
関
係
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
９
）

（

）
１０

（

）
１１
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一

地
域
社
会
に
お
け
る
日
本
人
教
師
と

台
湾
人
教
師
と
の
関
係

（
１
）
国
語
学
校
と
地
域
社
会
に
お
け
る
台
湾
人
教
師
の
育
成

日
本
植
民
地
統
治
の
初
期
に
植
民
地
政
府
は
武
力
で
各
地
の
抗
日

運
動
を
鎮
圧
し
な
が
ら
台
湾
の
郷
紳
階
級
を
籠
絡
し
、
人
的
、
経
済

的
に
協
力
さ
せ
た
。
同
時
に
植
民
地
統
治
に
必
要
な
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
、
積
極
的
に
新
式
学
校
教
育
を
行
い
、
郷
紳
階
級
の
若
い

世
代
を
入
学
さ
せ
た
。
草
屯
地
域
で
最
初
の
公
学
校
は
草
屯
四
大
姓

（
洪
・
李
・
林
・
簡
）
の
郷
紳
（
主
に
洪
玉
麟
・
洪
聯
魁
・
李
昌
期
・
李

春
盛
）
の
資
金
で
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
は
草
鞋
墩
公

学
校
と
称
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
草
屯
公
学
校
と
改
名
さ
れ
た
。
初
代

の
校
長
は
渥
美
寛
蔵
で
あ
る
。
植
民
地
政
府
の
要
求
に
従
っ
て
、
郷

紳
階
級
の
家
長
は
相
次
い
で
若
い
世
代
を
新
式
学
校
に
入
学
さ
せ
た
。

公
学
校
を
卒
業
し
た
あ
と
優
秀
な
学
生
に
は
国
語
学
校
に
入
学
さ
せ
、

「
新
領
土
の
経
営
者
」
と
し
て
植
民
地
の
教
育
と
教
化
を
担
当
す
る

人
物
に
育
成
し
た
。

国
語
学
校
設
立
の
目
的
は
、
台
湾
人
の
学
齢
児
童
を
対
象
と
す
る

公
学
校
の
教
師
を
育
成
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
国
語
学
校
の
機
関

誌
『
校
友
会
雑
誌
』
に
よ
る
と
、
一
九
〇
五
年
（
日
本
領
有
一
〇
年

（

）
１２

目
）
の
時
点
で
台
湾
人
を
募
集
対
象
と
す
る
師
範
部
乙
科
の
卒
業
生

六
名
、
在
籍
学
生
一
四
名
、
国
語
部
の
卒
業
生
一
名
、
在
籍
学
生
四

名
が
南
投
庁
（
草
屯
地
域
を
含
む
）
出
身
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
一
九
〇
五
年
の
師
範
部
乙
科
の
卒
業
生
は
九
六
名
で
、
国

語
部
は
九
四
名
で
あ
っ
た
。
師
範
部
乙
科
設
立
（
一
九
〇
二
年
）
以

来
、
そ
の
卒
業
生
の
数
は
は
じ
め
て
語
学
部
国
語
科
（
一
八
九
六
年

設
立
）
の
卒
業
生
の
数
を
超
え
た
。
師
範
部
卒
業
生
の
人
数
の
増
加

は
、
各
地
の
公
学
校
教
師
を
育
成
す
る
こ
と
が
植
民
地
初
期
の
国
語

学
校
の
主
要
な
任
務
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
草
屯
の
郷
紳
階
級
と
国
語
学
校
の
日
本
人
校

友
で
あ
り
、
南
投
公
学
校
教
諭
で
あ
っ
た
渥
美
寛
蔵
の
協
力
の
下
で
、

一
八
九
九
年
に
南
投
公
学
校
草
鞋
墩
分
教
場
（
翌
年
独
立
し
て
草
鞋

墩
公
学
校
と
な
っ
た
）
が
設
立
さ
れ
た
。
草
鞋
墩
公
学
校
設
立
後
の

三
年
目
、
す
な
わ
ち
一
九
〇
二
年
の
卒
業
生
は
洪
元
煌
た
だ
一
人
で

あ
っ
た
。
学
生
が
少
な
か
っ
た
の
は
、
学
校
設
立
初
期
に
資
金
の
調

達
と
学
生
の
募
集
が
順
調
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の

後
、
洪
清
江
を
は
じ
め
草
屯
四
大
姓
の
子
弟
が
相
次
い
で
入
学
し
、

行
き
詰
ま
っ
た
局
面
を
打
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
草
屯

四
大
姓
以
外
の
子
弟
も
入
学
し
、
次
第
に
四
大
姓
以
外
の
卒
業
生
も

現
れ
た
。

（

）
１３
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第
二
次
世
界
大
戦
後
に
出
版
さ
れ
た
草
屯
国
民
小
学
の
卒
業
名
簿

に
よ
る
と
、
草
鞋
墩
公
学
校
の
第
二
回
卒
業
生
は
六
名
い
た
。
頼
金

圳
・
李
峰
霧
・
李
時
敏
・
黃
清
海
・
李
峯
竹
・
洪
清
江
（
肄
業
、
飛

び
級
で
国
語
学
校
に
進
学
）
で
あ
る
。
第
三
回
の
卒
業
生
は
李
金
盛
・

李
金
浮
・
李
春
波
・
李
其
力
・
李
春
哮
・
李
水
棟
・
林
金
釵
・
黃
炎

成
・
李
峰
鋭
の
九
名
、
第
四
回
の
卒
業
生
も
洪
火
煉
・
洪
献
奎
・
張

朝
・
李
春
塗
・
洪
九
・
蔡
輝
・
李
峰
帛
・
李
國
・
黃
平
の
九
名
で
あ

る
。
第
一
〇
回
ま
で
卒
業
生
の
人
数
は
一
〇
名
に
満
た
な
か
っ
た
。

許
佩
賢
の
研
究
に
よ
る
と
、
植
民
地
期
の
公
学
校
が
伝
統
的
な
教
育

か
ら
離
脱
し
て
地
域
社
会
に
定
着
で
き
た
の
は
、
一
九
一
一
年
前
後

で
あ
っ
た
。
草
鞋
墩
公
学
校
で
は
一
九
一
〇
年
代
か
ら
卒
業
生
の
人

数
が
大
幅
に
増
加
し
、
第
一
一
回
の
卒
業
生
は
一
七
名
、
そ
の
後
毎

年
三
〇
名
以
上
と
、
順
調
に
伸
び
て
い
っ
た
。

ち
な
み
に
こ
こ
で
、
一
九
一
〇
年
ま
で
の
南
投
庁
管
内
で
の
公
学

校
の
設
立
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
一
八
九
八
年
に
公
学
校
令
の
公
布

施
行
に
し
た
が
っ
て
設
立
さ
れ
た
公
学
校
は
、
南
投
・
埔
里
・
烏
牛

欄
・
集
集
の
四
か
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
九
九
年
に
林
圮
埔
、

一
九
〇
〇
年
に
草
鞋
墩
と
魚
池
、
一
九
〇
四
年
に
皮
仔
寮
、
一
九
〇

五
年
に
内
轆
（
南
投
分
教
場
）、
一
九
〇
六
年
に
社
寮
（
林
圮
埔
分
教

場
）、
一
九
〇
七
年
に
濁
水
（
南
投
分
教
場
）、
一
九
〇
九
年
に
土
城

（

）
１４

（

）
１５

（
草
鞋
墩
分
教
場
）
と
姜
仔
寮
（
林
圮
埔
分
教
場
）
な
ど
、
各
地
で
相
次

い
で
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。

『
校
友
会
雑
誌
』、『
旧
植
民
地
人
事
総
覧
臺
灣
編
』、『
臺
北
師
範

學
校
畢
業
及
修
了
者
名
簿
』
な
ど
の
記
録
に
よ
る
と
、
草
鞋
墩
公
学

校
か
ら
国
語
学
校
に
進
学
し
た
学
生
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
二

回
の
卒
業
生
は
李
峰
霧
と
洪
清
江
（
以
上
師
範
部
乙
科
）、
第
三
回
の

卒
業
生
は
李
春
哮
（
国
語
部
）、
第
四
回
の
卒
業
生
は
洪
火
煉
（
国
語

部
中
退
）
と
李
春
塗
（
国
語
部
）。
こ
の
中
で
、
李
峰
霧
は
李
昌
期
の

息
子
、
洪
清
江
は
洪
献
章
の
弟
、
洪
火
煉
は
洪
聯
魁
の
息
子
、
李
春

哮
と
李
春
塗
は
李
春
盛
の
弟
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
植
民
地
政
府

は
「
尊
士
」
の
政
策
を
実
施
す
る
と
同
時
に
、
郷
紳
階
級
に
そ
の
子

弟
を
公
学
校
に
入
学
さ
せ
る
よ
う
に
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
中
か
ら
優
秀
な
人
材
を
選
ん
で
、
従
来
の
科
挙
制
度
と
は
異
な

る
新
式
学
校
す
な
わ
ち
国
語
学
校
に
進
学
さ
せ
、
新
領
土
に
必
要
な

新
式
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
し
た
。
国
語
学
校
を
卒
業
し
た
学
生
に

は
、
教
師
と
し
て
元
の
出
身
校
に
派
遣
さ
れ
、
地
域
社
会
の
統
治
や

地
域
住
民
と
子
弟
の
教
育
と
教
化
に
協
力
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
た
。

（

）
１６

（

）
１７

（

）
１８

（

）
１９

（

）
２０

（

）
２１

（

）
２２

（

）
２３
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（
２
）
地
域
社
会
に
お
け
る
台
湾
人
教
師
の
採
用
と
流
動

草
鞋
墩
公
学
校
で
最
初
の
台
湾
人
教
師
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
は

一
九
〇
四
年
に
国
語
学
校
を
卒
業
し
た
陳
宝
泉
（
南
投
庁
出
身
）
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
植
民
地
政
府
は
「
学
識
資
望
」
の
郷
紳
を
漢

文
教
師
と
し
て
「
雇
聘
」
し
て
い
た
。
草
鞋
墩
公
学
校
で
「
雇
聘
」

さ
れ
て
い
た
の
は
李
昌
期
と
李
春
盛
（
国
語
伝
習
所
卒
）
で
あ
る
。

そ
の
後
、
草
鞋
墩
公
学
校
の
各
分
教
場
は
相
次
い
で
公
学
校
に
昇

格

─
草
鞋
墩
（
一
九
二
一
年
に
草
屯
公
学
校
と
な
る
）・
新
庄
（
一
九

一
六
年
）・
土
城
（
一
九
一
六
年
）・
碧
峰
（
一
九
二
二
年
）

─
し
て

い
く
が
、
こ
れ
ら
草
屯
地
域
の
公
学
校
（
た
だ
し
一
九
三
八
年
設
立
の

双
冬
公
学
校
を
除
く
）
で
台
湾
人
教
師
に
な
っ
た
人
は
、
ほ
と
ん
ど
が

草
屯
四
大
姓
と
そ
の
親
族
で
あ
っ
た
。

洪
一
族
の
出
身
者
は
、
洪
清
江
（
新
豊
、
第
二
回

─
出
身
村
と
草

鞋
墩
公
学
校
卒
業
順
、
以
下
同
）・
洪
江
河
（
茄
荖
、
第
一
七
回
）・
洪
竹
興

（
新
庄
、
新
庄
公
学
校
第
一
回
）・
呉
万
成
（
南
投
街
、
洪
元
煌
の
婿
）
で

あ
っ
た
。
李
一
族
の
出
身
者
は
、
李
廷
魁
・
李
高
崗
・
李
峰
霧
（
草

屯
、
第
二
回
）・
黃
洪
炎
（
名
間
庄
、
李
春
盛
の
婿
）
で
あ
っ
た
。
林
一

族
の
出
身
者
は
林
倚
宗
・
林
氏
満
（
草
屯
、
第
一
四
回
）・
林
有
忠
（
月

眉
、
第
一
九
回
）。
簡
一
族
の
出
身
者
は
簡
崐
崗
・
簡
鵬
鳳
・
簡
克
輝

で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
呉
啓
成
・
呉
浚
堂
が
い
る
。

（

）
２４

（

）
２５

（

）
２６

（

）
２７

（

）
２８

（

）
２９

（

）
３０

こ
う
い
っ
た
台
湾
人
教
師
は
基
本
的
に
は
自
ら
の
宗
族
が
属
し
て

い
る
地
域
の
公
学
校
に
就
任
し
た
が
、
最
初
に
近
隣
地
域
の
公
学
校

に
派
遣
さ
れ
た
の
ち
に
、
草
屯
地
域
の
公
学
校
へ
異
動
す
る
場
合
も

あ
っ
た
（
例
え
ば
、
南
投
公
学
校
か
ら
草
鞋
墩
公
学
校
へ
の
異
動
）。
こ

れ
に
は
、
草
屯
地
域
で
分
教
場
が
相
次
い
で
公
学
校
に
昇
格
さ
れ
、

新
し
い
公
学
校
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
教

師
の
需
要
が
多
く
な
っ
て
き
て
、
人
材
が
草
屯
地
域
に
戻
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。

新
庄
公
学
校
の
通
学
範
囲
は
洪
一
族
が
暮
ら
し
て
い
た
地
域
の
た

め
、
こ
の
学
校
の
台
湾
人
教
師
に
は
洪
一
族
の
者
が
最
も
多
か
っ
た
。

洪
深
坑
（
洪
献
章
の
養
子
兼
婿
、
本
名
は
褚
深
坑
）・
洪
啓
明
（
新
庄
、
新

庄
公
学
校
第
一
回
）・
洪
錦
源
（
新
庄
、
第
一
七
回
）
で
あ
る
。
ほ
か
の

四
大
姓
出
身
の
教
師
に
は
林
呉
氏
謹
、
簡
通
祥
な
ど
が
い
た
。

一
方
、
土
城
公
学
校
の
台
湾
人
教
師
は
阮
沛
・
曾
汝
煅
・
陳
成

章
・
呉
啓
成
・
李
清
水
・
李
百
顕
・
張
氏
六
蘭
・
李
朝
卿
（
双
冬
、

第
一
七
回
）
な
ど
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
洪
一
族
出
身
の
者
は
一
人
も

い
な
か
っ
た
。
姓
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
日
本
統
治
後
期
に
は

い
る
と
李
一
族
が
多
く
な
っ
た
。

前
述
し
た
草
鞋
墩
街
や
新
庄
と
同
じ
こ
と
が
、
碧
峰
公
学
校
に
も

い
え
る
。
こ
こ
で
の
通
学
範
囲
は
林
一
族
の
生
活
圏
で
あ
り
、
台
湾

（

）
３１

（

）
３２

（

）
３３

（

）
３４

（

）
３５

（

）
３６
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人
教
師
の
中
で
や
は
り
林
一
族
出
身
の
人
が
最
も
多
か
っ
た
。
す
な

わ
ち
林
倚
宗
・
林
氏
玉
露
（
碧
峰
、
第
一
八
回
）・
林
枝
重
（
碧
峰
、
第

一
七
回
）・
林
有
忠
（
月
眉
・
第
一
九
回
）・
林
一
信
な
ど
で
あ
る
。

台
湾
人
教
師
の
異
動
に
は
、
近
隣
の
地
域
か
ら
自
分
の
出
身
地
域

へ
と
移
り
、
自
分
の
宗
族
の
生
活
範
囲
に
あ
る
公
学
校
に
勤
め
る
と

い
う
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
公
学
校
で
の
勤
務
期
間
は

出
身
地
域
と
関
係
が
あ
る
。
一
九
二
〇
年
に
台
湾
地
方
制
度
が
改
正

さ
れ
、
台
湾
地
方
自
治
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。
草
鞋
墩
公
学
校
に
勤

め
た
台
湾
人
教
師
は
一
九
二
〇
年
を
境
に
、
前
期
と
後
期
に
分
け
ら

れ
る
。
前
期
に
お
い
て
は
洪
清
江
（
新
庄
、
第
二
回
）
が
最
も
長
く
、

一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
一
五
年
ま
で
の
約
七
年
で
あ
っ
た
（
た
だ
し

一
九
〇
七
～
一
九
〇
八
年
の
一
年
間
は
近
隣
地
域
の
皮
仔
寮
公
学
校
に
勤

め
て
い
た
）。
後
期
に
お
い
て
は
呉
浚
堂
が
一
九
二
八
年
か
ら
一
九

三
九
年
ま
で
、
女
性
教
師
の
中
で
は
、
林
氏
満
（
草
屯
、
第
一
四
回
）

が
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
二
九
年
ま
で
勤
め
て
い
た
。

新
庄
公
学
校
で
は
、
洪
深
坑
が
一
九
二
一
年
か
ら
一
九
三
一
年
ま

で
一
〇
年
間
勤
め
て
い
た
。
勤
務
年
数
が
一
番
長
い
の
は
洪
啓
明
で
、

一
九
二
五
年
か
ら
一
九
三
七
年
ま
で
一
三
年
間
教
え
て
い
る
。
女
性

教
師
の
林
呉
氏
謹
は
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
二
九
年
ま
で
五
年
間
勤

務
し
て
い
た
。

（

）
３７

（

）
３８

土
城
公
学
校
で
は
、
曾
汝
煅
が
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
二
八
年
ま

で
在
籍
し
、
李
清
水
と
李
百
顕
の
勤
務
期
間
は
一
九
二
九
年
か
ら
一

九
三
三
年
ま
で
で
あ
っ
た
。
呉
啓
成
・
陳
成
章
・
張
氏
六
蘭
は
約
二

年
間
教
え
て
い
た
。

ま
た
、
碧
峰
公
学
校
で
は
、
一
九
二
二
年
に
草
鞋
墩
公
学
校
（
勤

務
期
間
一
九
一
一
～
一
九
二
一
年
）
か
ら
移
っ
た
林
倚
宗
が
、
長
く
勤

め
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
林
氏
玉
露
、
白
知
母
（
渓
洲
、
第
一
五

回
）・
林
枝
重
・
林
有
忠
な
ど
も
勤
務
年
数
が
長
か
っ
た
。

同
じ
学
校
に
長
く
勤
め
ら
れ
た
の
は
、
出
身
地
の
公
学
校
で
勤
務

し
た
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
家
業
と
職
業
を
兼
ね
て
や
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
植
民
地
統
治
初
期
に
台
湾
人
学
生
を
募
集
対
象
と
す
る
師

範
学
校
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
現
地
の
人
材
を
利
用
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
実
際
、
台
北
師
範
・
台
中
師
範
・
台
南

師
範
は
主
に
地
元
の
学
生
を
募
集
し
た
。
そ
の
後
、
三
つ
の
師
範
学

校
が
相
次
い
で
廃
校
に
な
っ
た
た
め
、
国
語
学
校
師
範
部
乙
科
が
そ

の
役
割
を
引
き
継
い
だ
。
そ
の
際
、
台
湾
人
卒
業
生
は
出
身
地
域
の

公
学
校
で
就
職
す
る
と
い
う
原
則
も
継
承
さ
れ
た
。
先
述
し
た
草
屯

地
域
の
公
学
校
の
台
湾
人
教
師
採
用
に
も
そ
の
原
則
が
踏
襲
さ
れ
た

と
い
え
よ
う
。

一
九
二
二
年
に
植
民
地
政
府
は
第
二
次
台
湾
教
育
令
を
公
布
し
た
。
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こ
こ
に
台
北
、
台
中
、
台
南
の
各
地
域
に
再
び
師
範
学
校
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
科
・
演
習
科
・
講
習
科
が
設
立
さ
れ
、
講

習
科
は
中
等
教
育
の
修
了
者
、
或
い
は
そ
れ
と
同
等
の
学
歴
を
有
す

る
台
湾
人
（
例
え
ば
、
公
学
校
高
等
科
を
卒
業
し
た
代
講
教
員
）
を
募
集

対
象
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
台
湾
人
教
師
の
地
位
は
国
語
学
校
時

代
よ
り
低
下
し
た
。
例
え
ば
、
洪
克
紹
（
草
屯
地
域
の
郷
紳
で
あ
っ
た

洪
立
方
の
孫
）
は
一
九
一
七
年
に
新
庄
公
学
校
の
教
師
心
得
（
代
講
教

員
）
と
な
り
、
数
年
の
勤
務
を
経
て
、
一
九
二
二
年
に
新
設
さ
れ
た

台
北
師
範
学
校
公
学
校
教
員
講
習
科
で
修
学
し
、
正
式
に
教
員
資
格

を
と
っ
て
か
ら
改
め
て
新
庄
公
学
校
の
教
師
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い

る
。第

二
次
台
湾
教
育
令
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
、
師
範
学
校
に
お
け
る

日
本
人
学
生
数
と
台
湾
人
学
生
数
が
逆
転
し
た
。
こ
れ
は
、
師
範
学

校
に
日
本
人
教
師
を
育
成
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
植
民
地
政
府
は
日
本
人
教
師
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
社
会
の
住
民
お
よ
び
公
学
校
の
学
生
と
の
関
係
を
強
め
、
台
湾
人

を
日
本
人
化
さ
せ
る
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

洪
火
煉
の
息
子
で
、
一
九
二
八
年
に
新
庄
公
学
校
に
入
学
し
た
洪

樵
榕
は
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
当
時
台
湾
に
は
台
北
第
一

師
範
学
校
・
台
北
第
二
師
範
学
校
・
台
中
師
範
学
校
・
台
南
師
範
学

（

）
３９

（

）
４０

校
と
い
う
四
つ
の
師
範
学
校
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
台
北
第
一
師
範

学
校
は
日
本
人
学
生
の
み
を
募
集
し
た
。
そ
の
ほ
か
は
毎
年
三
〇
名

の
日
本
人
学
生
を
募
集
し
た
の
に
対
し
、
台
湾
人
学
生
は
一
〇
名
し

か
募
集
し
な
か
っ
た
。
師
範
学
校
で
は
本
科
と
演
習
科
が
設
置
さ
れ

て
い
た
が
、
前
者
は
小
学
校
お
よ
び
公
学
校
の
卒
業
生
を
募
集
対
象

と
し
、
就
学
年
数
は
七
年
で
、
卒
業
後
に
は
教
師
の
資
格
が
与
え
ら

れ
た
。
後
者
は
公
学
校
高
等
科
の
卒
業
生
を
募
集
対
象
と
し
、
就
学

年
数
は
三
年
で
、
卒
業
後
准
教
師
の
資
格
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
、

と
。台

湾
教
育
令
が
改
正
さ
れ
る
以
前
、
草
屯
地
域
の
公
学
校
に
派
遣

さ
れ
た
台
湾
人
教
師
の
ほ
と
ん
ど
が
国
語
学
校
師
範
部
乙
科
の
卒
業

生
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
草
鞋
墩
公
学
校
の
陳
宝
泉
（
一
九
〇
四

年
）・
阮
沛
・
李
峰
霧
・
洪
清
江
お
よ
び
新
庄
公
学
校
の
最
初
の
台

湾
人
教
師
の
洪
深
坑
は
全
員
師
範
部
乙
科
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
一
九
二
二
年
に
「
日
本
人
台
湾
人
（
日
台
）
共
学
」
と
い
う
目

標
を
掲
げ
た
第
二
次
台
湾
教
育
令
が
公
布
さ
れ
る
と
、
そ
の
結
果
と

し
て
、
台
湾
人
教
師
は
全
員
演
習
科
の
卒
業
生
と
な
っ
た
。
洪
樵
榕

の
回
想
に
よ
れ
ば
、
彼
が
新
庄
公
学
校
の
三
年
生
で
あ
っ
た
一
九
三

一
年
の
頃
、
教
師
の
何
武
徳
（
台
中
大
肚
）・
張
慶
沛
（
南
投
）
は
台
中

師
範
学
校
演
習
科
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。

（

）
４１

（

）
４２
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（
３
）
学
縁
関
係
に
お
け
る
民
族
間
の
亀
裂
の
緩
和

で
は
、
草
屯
地
域
に
お
け
る
国
語
学
校
台
湾
人
教
師
と
地
域
社
会

と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
植
民
地
体
制
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
台
湾
人
教
師
は

日
本
人
の
補
佐
と
い
う
役
目
に
甘
ん
じ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
公
学
校
内

部
で
の
民
族
間
の
亀
裂
が
生
じ
た
。
公
学
校
の
校
長
と
教
諭
は
す
べ

て
日
本
人
校
友
に
独
占
さ
れ
て
お
り
（
表
２
）、
台
湾
人
校
友
は
そ
の

下
で
訓
導
や
雇
員
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
構
図
は

地
方
行
政
の
中
で
も
示
さ
れ
て
い
た
。
地
方
の
街
、
庄
の
長
は
い
つ

も
日
本
人
校
友
か
ら
選
ば
れ
、
台
湾
人
校
友
は
せ
い
ぜ
い
そ
の
補
佐

（
助
役
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
例
外
も
あ
り
、
黃
洪
炎
は
一

九
二
〇
年
に
中
寮
庄
庄
長
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
極
め

て
稀
な
ケ
ー
ス
で
、
当
時
、
台
湾
人
が
抗
日
運
動
を
起
こ
し
た
主
な

原
因
は
そ
こ
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
植
民
地
体
制
と
い
う
観
点
で
み
れ
ば
台
湾
人
校
友

は
差
別
さ
れ
て
い
た
が
、
し
か
し
、
地
域
社
会
で
は
彼
ら
は
指
導
者

の
役
割
を
果
た
し
た
。
草
屯
地
域
の
公
学
校
の
台
湾
人
教
師
は
半
分

以
上
が
四
大
姓
の
子
弟
で
あ
っ
た
。
植
民
地
政
府
に
と
っ
て
彼
ら
は

植
民
地
教
育
、
教
化
上
に
お
い
て
「
模
範
」
的
な
存
在
で
あ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
教
育
や
教
化
を
担
当
す
る
者
で
も
あ
り
、
植
民
地
統

（

）
４３

治
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。

植
民
地
初
期
に
設
立
さ
れ
た
国
語
学
校
は
日
本
人
と
台
湾
人
を
共

学
さ
せ
た
が
、
最
初
か
ら
指
導
者
（
日
本
人
）
と
補
佐
（
台
湾
人
）
と

い
う
構
図
に
な
っ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
同
じ
日
本
人
で
も
、
渥
美

寛
蔵
の
よ
う
に
長
期
生
活
し
て
い
た
地
方
官
僚
（
判
任
官
）
は
植
民

地
政
府
の
中
央
官
僚
（
高
等
文
官
）
と
異
な
り
、
台
湾
人
と
の
学
縁

と
い
う
特
別
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
民
族
間
の
亀
裂

は
緩
和
さ
れ
、
台
湾
人
校
友
と
日
本
人
校
友
と
が
協
力
で
き
た
の
で

あ
る
。

二

日
本
人
校
友
の
役
割
─
渥
美
寛
蔵
の
場
合
─

先
述
し
た
よ
う
に
渥
美
寛
蔵
は
草
屯
地
域
の
公
学
校
校
長
か
ら
、

草
屯
庄
長
を
経
て
草
屯
街
長
と
な
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
草
屯
地
域

の
地
方
教
育
と
行
政
を
握
っ
て
い
た
。

彼
は
草
屯
地
域
へ
赴
任
し
た
頃
か
ら
郷
紳
の
洪
玉
麟
（
新
庄
区
長
）

ら
と
協
力
し
、
植
民
地
政
府
の
地
域
を
教
育
、
教
化
す
る
拠
点
、
す

な
わ
ち
草
鞋
墩
公
学
校
を
設
立
し
た
。
準
備
段
階
で
寄
付
金
を
出
し
、

そ
し
て
初
代
の
校
長
と
な
っ
て
、
一
九
一
三
年
に
退
職
す
る
ま
で
校

長
を
務
め
て
い
た
。
彼
は
草
屯
地
域
の
国
語
教
育
及
び
地
域
社
会
の

教
化
事
業
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
。
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表
２
植
民
地
時
期
に
草
屯
地
域
の
歴
代
公
学
校
校
長
一
覧
表学

歴
就
任
期
間

本
籍

校
長
氏
名

学
校
名

１８９９
年
１
月
国
語
学
校
甲
種
講
習
科
卒（
１８９９

．４
-１９００

．３
分
教
場
主
任
）

１８９９
．４

-１９１２
．３

宮
城

渥
美
寛
蔵

草
鞋
墩
公
学
校

１９０７
年
国
語
学
校
師
範
部
甲
科
卒

１９１２
．４

-１９１３
．１０

広
島

三
田
村
留
次
郎

１９０７
年
国
語
学
校
師
範
部
甲
科
卒

１９１３
．１１

-１９２０
佐
賀

明
石
要
一

１９１４
年
国
語
学
校
公
学
師
範
部
甲
科
卒

１９２１
．６

-１９３７
．３

長
野

常
田
袈
裟
吉

１９１７
年
国
語
学
校
公
学
師
範
部
甲
科
卒

１９３７
．４

-１９３９
．３

鹿
児
島

岩
下
袈
裟
次
郎

日
本
長
崎
師
範
卒

１９３９
．４

-１９４３
．３

長
崎

山
口
勝
利

日
本
熊
本
師
範
卒

１９４３
．４

-１９４５
．１２

不
明

岩
崎
偉
一

１９１３
年
国
語
学
校
公
学
師
範
部
甲
科
卒（
元
来
の
姓「
南
」、１９１４

．４
-１９２０

．３
分
教
場
主
任
）

１９１４
．４

-１９２１
．７

大
分

元
吉
伴
次

新
庄
公
学
校

１９１６
年
国
語
学
校
公
学
師
範
部
甲
科
卒

１９２１
．８

-１９２７
．３

福
岡

阿
部
喜
久
十

１９１５
年
国
語
学
校
公
学
師
範
部
甲
科
卒

１９２７
．４

-１９２９
．３

熊
本

小
森
田
頼
誠

日
本
宮
崎
師
範
卒

１９２９
．４

-１９３０
．８

宮
崎

財
津
吉
隆

教
員
検
定
試
験
合
格

１９３０
．８

-１９３３
．３

香
川

平
田
三
四
郎

１９１６
年
国
語
学
校
公
学
師
範
部
甲
科
卒

１９３３
．４

-１９３４
．３

和
歌
山

笠
野
峰
松

台
北
師
範
演
習
科
卒（
年
代
不
明
）

１９３４
．４

-１９３７
．３

東
京

大
平
政
光

１９２１
年
台
北
師
範
公
学
師
範
部
卒

１９３７
．４

-１９４１
．１

新
潟

山
際
茂

台
北
師
範
公
学
師
範
部
演
習
科
卒（
年
代
不
明
）

１９４１
．１

-１９４３
．３

新
潟

岡
田
寅
男

日
本
愛
知
師
範
卒

１９４３
．４

-１９４５
．１２

愛
知

日
永
新
太
郎
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１９０２
年
国
語
学
校
師
範
部
甲
科
卒（
分
教
場
主
任
）

１９０９
-１９１３

沖
縄

比
嘉
良
庸

土
城
公
学
校

１９０１
年
３
月
国
語
学
校
師
範
部
甲
種
講
習
科
卒（
分
教
場
主
任
）

１９１３
-１９１５

長
野

淵
野
孝
之
助

１９０７
年
国
語
学
校
師
範
部
甲
科
卒（
分
教
場
主
任
）

１９１６
-１９１９

山
梨

新
津
重
雄

１９１８
年
国
語
学
校
公
学
師
範
部
甲
科
卒（
１９２０

．１９２１
．３
分
教
場
主
任
）

１９２０
-１９３０

．３
長
野

草
間
益
美

１９２０
年
台
北
師
範
公
学
師
範
部
卒

１９３０
．４

-１９３１
．３

鳥
取

大
協
正
臣

日
本
西
松
浦
教
員
養
成
所
卒

１９３１
．４

-１９３４
．３

佐
賀

平
野
鹿
之
助

教
員
検
定
試
験
合
格

１９３４
．３

-１９４０
．６

佐
賀

松
尾
仁
太
郎

台
北
師
範
公
学
師
範
部
卒（
年
代
不
明
）

１９４０
．６

-１９４４
．５

京
都

橋
本
克
己

台
北
師
範
公
学
師
範
部
演
習
科
卒（
年
代
不
明
）

１９４４
．５

-１９４５
．１２

埼
玉

宮
崎
興
瑩

１９１６
年
国
語
学
校
公
学
師
範
部
甲
科
卒

１９２２
．４

-１９３０
．３

大
分

帯
刀
栄
人

碧
峰
公
学
校

国
語
学
校
公
学
師
範
部（
年
代
不
明
）

１９３０
．３

-１９３２
．５

鹿
島

川
畑
定
規

１９１３
年
国
語
学
校
公
学
師
範
部
甲
科
卒

１９３２
．５

-１９３３
．３

佐
賀

永
池
政
一

１９１６
年
国
語
学
校
公
学
師
範
部
甲
科
卒

１９３３
．３

-１９３６
．３

佐
賀

常
吉
梧
郎

日
本
秋
田
中
学
卒

１９３６
．３

-１９４１
．３

東
京

笠
原
石
之
助

台
北
師
範
卒（
年
代
不
明
）

１９４１
．３

-１９４４
．３

愛
知

都
築
午
郎

日
本
宮
城
農
林
卒

１９４４
．３

-１９４５
．１２

不
明

押
川
吉
熊

１９１８
年
国
語
学
校
公
学
師
範
部
乙
科
卒

１９４４
．４

-１９４５
．１２

彰
化

陳
啓
三

双
冬
国
民
学
校

作
成
：
筆
者
／
出
典
：『
草
屯
鎮
誌
』６２０

～
６２３
頁
。
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二
〇
〇
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『「
飛
躍
百
年:

薪
傳
草
屯
情
」
草
屯

國
小
創
校
百
週
年
慶
特
刊
』
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

西
元
一
八
九
九
年
，
日
明
治
三
二
年
四
月
二
四
日
，
時
任
南
投

公
學
校
學
務
委
員
的
洪
玉
麟
（
新
庄
區
長
），
李
昌
期
（
草
鞋
墩

區
長
）
等
人
，
首
倡
設
置
南
投
公
學
校
草
鞋
墩
分
校
於
下
庄
敦

和
宮
開
課
，
翌
年
轉
遷
頂
庄
李
春
盛
宅
繼
續
上
課
，
同
年
洪
玉

麟
，
李
昌
期
並
募
款
五
百
元
為
基
金
，
至
五
月
五
日
獲
准
獨
立

為
草
鞋
墩
公
學
校
，
由
渥
美
寬
藏
擔
任
首
任
校
長
。
一
九
〇
一

年
，
渥
美
校
長
、
李
昌
期
、
李
春
盛
、
莊
瑞
慶
、
洪
源
卿
等
人

商
議
，
由
玉
峰
社
、
碧
峰
社
、
萃
英
社
所
受
理
之
登
瀛
書
院
學

田
三
十
五
甲
捐
贈
給
南
投
庁
以
為
購
買
學
校
用
地
之
經
費
．
翌

年
黃
春
帆
、
洪
聯
魁
、
洪
玉
麟
等
人
又
籌
募
四
千
五
十
元
為
新

建
校
舍
經
費
，
一
九
〇
三
年
七
月
草
鞋
墩
公
學
校
開
始
動
工
興

建
校
舍
，
一
九
〇
四
年
三
月
校
地
建
築
完
成
，
四
月
一
日
新
學

期
開
始
正
式
遷
入
上
課
。（
中
略
）
當
時
學
區
範
圍
，
最
遠
包
括

雙
冬
、
土
城
、
南
埔
、
頂
崁
、
北
勢
湳
、
牛
屎
崎
、
番
仔
田
、

北
投
、
新
庄
、
林
仔
頭
、
溪
州
、
山
腳
等
地
。

（
西
暦
一
八
九
九
年
、
日
本
明
治
三
二
年
四
月
二
四
日
、
当

時
南
投
公
学
校
の
学
務
委
員
を
務
め
て
い
た
洪
玉
麟
（
新
庄

区
長
）、
李
昌
期
（
草
鞋
墩
区
長
）
な
ど
は
南
投
公
学
校
の
草

（

）
４４

鞋
墩
分
校
を
設
立
し
、
下
庄
の
敦
和
宮
と
い
う
寺
で
授
業
を

開
始
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
翌
年
、
学
校
は
頂
庄
の
李
春

盛
の
自
宅
へ
移
さ
れ
た
が
、
洪
玉
麟
と
李
昌
期
は
五
〇
〇
圓

を
募
金
し
、
五
月
五
日
に
許
可
を
得
て
草
鞋
墩
公
学
校
は
独

立
で
き
た
。
初
代
校
長
は
渥
美
寛
蔵
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
一

年
に
、
渥
美
寛
蔵
、
李
昌
期
、
李
春
盛
、
荘
瑞
慶
、
洪
源
卿

な
ど
が
相
談
し
、
玉
峰
社
、
碧
峰
社
、
萃
英
社
が
管
理
す
る

登
瀛
書
院
の
学
田
三
十
五
甲
を
南
投
庁
に
寄
付
さ
せ
、
そ
の

金
で
学
校
の
土
地
を
購
買
す
る
こ
と
に
し
た
。
翌
年
、
黃
春

帆
、
洪
聯
魁
、
洪
玉
麟
な
ど
は
四
〇
五
〇
圓
を
新
し
い
校
舎

を
建
て
る
費
用
と
し
て
調
達
し
た
。
一
九
〇
三
年
七
月
か
ら

校
舎
の
工
事
が
は
じ
ま
っ
て
、
一
九
〇
四
年
三
月
に
完
成
し

た
。
四
月
一
日
、
新
校
舎
に
移
り
新
学
期
が
開
始
さ
れ
た
。

（
中
略
）
学
区
の
範
囲
に
は
双
冬
、
土
城
、
南
埔
、
頂
崁
、
北

勢
湳
、
牛
屎
崎
、
番
仔
田
、
北
投
、
新
庄
、
林
仔
頭
、
溪
州
、

山
脚
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。）

草
屯
地
域
の
最
初
の
植
民
地
近
代
学
校
の
誕
生
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。（
１
）学
務
委
員
の
洪
玉
麟
と
李
昌
期

の
提
案
に
応
じ
て
、
草
屯
地
域
の
洪
姓
と
李
姓
の
郷
紳
階
級
が
私
財

と
人
材
を
提
供
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
遂
に
草
鞋
墩
公
学
校
を
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開
設
し
た
。
地
域
社
会
の

代
表
で
植
民
地
政
府
に
選

ば
れ
た
学
務
委
員
は
、
こ

こ
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
。（
２
）登
瀛
書

院
を
管
理
す
る
伝
統
的
な

文
社
は
大
量
の
学
田
を
寄

付
し
、
そ
れ
が
公
学
校
設

立
の
基
金
と
な
っ
た
。

（
３
）南
投
弁
務
署
（
後
南

投
庁
）
の
許
可
を
得
て
、

校
名
は
従
来
の
南
投
公
学

校
草
鞋
墩
分
教
場
か
ら
草

鞋
墩
公
学
校
に
改
名
さ
れ
た
。
国
語
学
校
の
日
本
人
校
友
で
あ
っ
た

渥
美
寛
蔵
が
初
代
校
長
に
選
ば
れ
、
学
校
建
設
の
た
め
の
寄
付
金
を

出
し
た
（
表
３
）。
草
鞋
墩
公
学
校
は
草
屯
地
域
の
最
初
の
近
代
学

校
で
、
植
民
地
政
府
、
地
域
社
会
の
郷
紳
、
国
語
学
校
日
本
人
校
友

と
い
う
三
者
の
力
で
成
立
し
た
学
校
で
あ
っ
た
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
草
鞋
墩
公
学
校
は
創
立
し
て
か
ら
十
数
年
の

間
に
入
学
者
数
が
年
々
増
加
し
て
い
っ
た
。
洪
玉
麟
を
は
じ
め
草
屯

地
域
の
四
大
姓
郷
紳
ら
は
相
次
い
で
子
弟
を
公
学
校
に
入
学
さ
せ
た
。

優
秀
な
学
生
は
校
長
の
推
薦
に
よ
っ
て
当
時
台
湾
の
最
高
学
府
、
す

な
わ
ち
国
語
学
校
に
進
学
で
き
た
。
洪
清
江
は
渥
美
寛
蔵
の
教
育
を

う
け
て
、
の
ち
に
彼
の
協
力
者
と
な
っ
た
。

三

台
湾
人
校
友
の
役
割
─
洪
清
江
の
場
合
─

草
屯
地
域
で
植
民
地
統
治
を
補
佐
す
る
役
割
を
果
た
し
た
若
い
世

代
の
代
表
は
、
国
語
学
校
の
台
湾
人
校
友
の
洪
清
江
で
あ
っ
た
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
草
鞋
墩
公
学
校
の
第
一
回
卒
業
生
は
洪
元
煌

一
人
で
、
第
二
回
以
降
、
洪
姓
の
卒
業
生
が
増
え
て
き
た
。
ち
な
み

に
第
二
回
の
卒
業
生
は
六
名
い
た
が
、
そ
の
中
で
洪
清
江
は
成
績
優

秀
に
よ
り
、
公
学
校
の
推
薦
に
よ
っ
て
飛
び
級
で
国
語
学
校
師
範
部

に
進
学
で
き
た
。
卒
業
後
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
母
校
で
教
師
を
勤

め
、
草
鞋
墩
公
学
校
の
初
代
校
長
で
あ
っ
た
渥
美
寛
蔵
に
協
力
し
つ

つ
、
学
校
の
運
営
に
尽
力
し
、
一
九
一
五
年
に
新
庄
区
長
に
就
任
し

た
。
一
九
二
〇
年
に
渥
美
寛
蔵
は
台
湾
地
方
制
度
改
正
後
の
初
代
草

屯
庄
長
に
就
任
し
た
が
、
彼
の
推
薦
で
洪
清
江
は
草
屯
庄
助
役
に
抜

擢
さ
れ
、
街
庄
の
行
政
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

洪
清
江
の
経
歴
に
つ
い
て
、
一
九
三
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
臺
灣

人
士
鑑
』
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

（

）
４５

表３ 草鞋墩公学校に寄付した人名と金額（単位：銀）

３０圓 林啓書５０圓 李春盛２４０圓 碧峰社
１５圓 黄春帆１５圓 林一和２０圓 洪玉麟
１０圓 渥美寛蔵１０圓 李昌期１５圓 林天龍
１０圓 洪長隆、洪元載１０圓 賴秋錦１０圓 李蘭芳
１０圓 洪哮１０圓 李光親１０圓 李朝王
１０圓 洪秀青１０圓 謝仲鍫１０圓 洪正泰
１０圓 洪淇源１０圓 洪記源１０圓 洪立方
５圓 洪聯魁１０圓 林合記１０圓 林瓦郎

作成：筆者／出典：南投県草屯鎮草屯国民小学『創立七十週年
紀念同学録』１９７０年。
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（
洪
清
江
は

─
筆
者
注
）
明
治
十
四
年
五
月
十
九
日
洪
正
泰
氏

ノ
四
男
ト
シ
テ
現
住
地
（
番
子
田

─
筆
者
注
）
ニ
生
ル

明
治

三
十
九
年
三
月
臺
灣
総
督
府
國
語
学
校
師
範
部
乙
科
卒
業
後

大
正
四
年
ニ
至
ル
迄
約
十
年
間
公
學
校
教
師
ト
シ
テ
皮
子
寮
草

屯
各
校
ニ
奉
職
シ
専
ラ
教
化
ニ
心
ヲ
致
セ
リ

大
正
四
年
九
月

新
庄
區
長
ヲ
命
セ
ラ
レ
大
正
九
年
地
方
制
度
改
正
ト
同
時
ニ
草

屯
庄
助
役
ニ
任
セ
ラ
レ
テ
今
日
ニ
至
ル

大
正
九
年
六
月
十
四

日
臺
灣
紳
章
條
例
ニ
ヨ
リ
紳
章
ヲ
附
與
セ
ラ
ル

洪
清
江
の
兄
で
あ
っ
た
洪
献
章
も
紳
章
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
洪

献
章
は
科
挙
試
験
に
合
格
し
た
秀
才
で
、
い
わ
ゆ
る
「
旧
士
」
で

あ
っ
た
。
洪
清
江
は
近
代
の
新
式
高
等
教
育
を
受
け
て
い
た
新
青
年

で
、
い
わ
ゆ
る
「
新
士
」
で
あ
っ
た
。
兄
弟
二
人
と
も
植
民
地
政
府

よ
り
紳
章
を
与
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
科
挙
試
験
を
突
破
し
出
世

す
る
と
い
う
伝
統
的
な
「
学
歴
」
認
識
が
植
民
地
統
治
下
に
お
い
て

再
解
釈
さ
れ
、
創
新
さ
れ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

一
九
〇
六
年
三
月
に
洪
清
江
は
国
語
学
校
師
範
部
乙
科
を
卒
業
す

る
と
同
時
に
、
同
校
校
友
会
の
終
身
会
員
と
な
り
、
卒
業
後
、
母
校

の
草
鞋
墩
公
学
校
で
教
師
を
勤
め
た
。
草
屯
地
域
に
お
け
る
次
世
代

の
代
表
で
あ
っ
た
張
深
切
（
の
ち
に
有
名
な
社
会
運
動
家
兼
文
学
家
と

な
っ
た
）
は
、
一
九
二
一
年
頃
、
洪
清
江
の
授
業
を
受
け
た
経
験
が

（

）
４６

あ
る
。

一
九
一
五
年
九
月
に
、
洪
清
江
は
洪
玉
麟
と
洪
聯
魁
の
後
を
つ
い

で
植
民
地
政
府
よ
り
新
庄
区
長
に
選
ば
れ
た
。
当
時
、
旧
郷
紳
階
級

か
ら
区
長
を
選
ぶ
の
は
普
通
で
あ
っ
た
も
の
の
、
三
四
歳
の
若
さ
で

区
長
に
抜
擢
さ
れ
る
と
い
う
の
は
異
例
で
あ
る
。
洪
清
江
は
な
ぜ
こ

の
よ
う
に
植
民
地
政
府
に
重
用
さ
れ
た
の
か
。
彼
が
洪
一
族
で
あ
っ

た
ほ
か
に
国
語
学
校
卒
と
い
う
学
歴
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

区
長
に
就
任
す
る
や
い
な
や
、
洪
清
江
は
草
屯
地
域
の
住
民
に
呼

び
か
け
て
西
暦
の
新
年
を
祝
う
運
動
を
行
っ
て
い
る
。
一
九
一
五
年

の
年
末
に
洪
清
江
は
区
内
の
有
力
者
と
相
談
し
、
伝
統
的
な
旧
暦
の

新
年
の
か
わ
り
に
太
陽
暦
の
新
年
を
祝
う
こ
と
を
考
え
た
。
そ
の
年

は
ち
ょ
う
ど
日
本
の
台
湾
領
有
二
〇
周
年
に
あ
た
る
年
で
、
洪
清
江

ら
の
行
動
は
台
湾
全
島
か
ら
注
目
さ
れ
た
。
台
湾
唯
一
の
全
島
紙
で
、

植
民
地
政
府
の
機
関
紙
で
も
あ
る
『
臺
灣
日
日
新
報
』
は
次
の
よ
う

に
報
道
し
て
い
る
。

草
鞋
墩
民
改
奉
正
朔

南
投
廳
草
鞋
墩
支
廳
新
庄
區
長
洪
清
江
氏
（
國
校
師
範
部
卒
業

生
）。
暨
同
庄
埤
圳
主
事
洪
元
煌
氏
。
有
力
家
洪
錦
水
氏
。
皆

當
地
新
進
有
為
。
熱
心
公
益
之
人
也
。
頃
為
地
方
改
良
計
。
發

起
改
奉
正
朔
。
即
廢
陰
暦
新
正
。
迎
陽
暦
新
正
。
此
事
一
傳
。

（

）
４７
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庄
民
欣
然
贊
成
。

（

草
鞋
墩
民
は
正
朔
を
改
め
る

南
投
庁
草
鞋
墩
支
庁
新
庄
区
長
の
洪
清
江
（
国
語
学
校
師
範
部

卒
業
生

─
原
注
）、
同
庄
埤
圳
主
事
の
洪
元
煌
、
有
力
者

の
洪
錦
水
は
み
な
地
域
の
新
進
有
為
、
公
益
事
業
に
熱
心
な

者
で
あ
る
。
最
近
、
地
方
の
た
め
に
改
良
を
は
か
る
。
正
朔

を
奉
ず
る
こ
と
は
彼
ら
の
発
起
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
陰
暦

の
正
月
を
廃
し
、
陽
暦
の
正
月
を
迎
え
る
。
こ
れ
は
広
が
っ

て
、
庄
民
は
喜
ん
で
賛
成
す
る
。）

こ
の
記
事
で
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
発
起
人
の
洪
清
江
に
つ
い
て
、
記
事
の
中
で
彼
の
「
国
校

（
国
語
学
校

─
筆
者
注
）
師
範
部
卒
業
生
」
と
い
う
学
歴
が
強
調
さ

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
当
時
、
台
湾
社
会
で
は
国
語
学
校
卒
と
い
う

学
歴
は
ま
だ
め
ず
ら
し
か
っ
た
が
、
国
語
学
校
師
範
部
卒
の
教
師
は

初
級
文
官
（
判
任
官
）
の
資
格
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
彼
ら
が

新
附
民
（
台
湾
人
）
を
教
化
す
る
使
命
を
担
う
「
新
領
土
経
営
者
」
で

あ
る
こ
と
を
大
衆
に
示
唆
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
記
事
中
で
洪
清
江
ら
は
「
地
域
の
新
進
有
為
、
公
益
事

業
に
熱
心
な
者
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
点
。
植

民
地
政
府
か
ら
み
れ
ば
こ
の
よ
う
な
行
動
は
地
域
社
会
の
模
範
で
あ

（

）
４８

り
、
洪
清
江
の
よ
う
な
「
新
進
有
為
」
の
青
年
は
地
域
社
会
の
統
治

に
お
い
て
大
い
に
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
洪
清
江
が
教
育
を
行
う
ほ
か
に
、
区
民
の
教
化
を
積
極

的
に
推
進
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
点
も
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
が
一
九

二
〇
年
六
月
に
紳
章
を
授
与
さ
れ
た
の
も
、
植
民
地
政
府
が
そ
の
行

動
を
高
く
評
価
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
に
台
湾
文
化
協
会

が
設
立
さ
れ
、
台
湾
青
年
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い

事
態
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
台
湾
人
の
自
治
、
台
湾
人
の
自
覚
と
い

う
そ
の
思
潮
に
影
響
さ
れ
な
い
よ
う
、
一
九
二
二
年
に
渥
美
寛
蔵
は

草
屯
地
域
の
通
学
区
域
で
「
官
製
青
年
会
（
団
）」
を
設
立
し
て
い
る
。

一
九
二
六
年
の
台
湾
総
督
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
に
草
屯

地
域
で
設
立
さ
れ
た
官
製
青
年
団
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

土
城
青
年
団
：
洪
周
南
（
一
一
五
人
）、
国
語
普
及
会
、
図
書
購

入
、
道
路
指
導
標
、
模
範
共
同
耕
作
地
経
営
、

団
旗
作
成
、
風
俗
改
良
。
大
正
一
一
年
一
〇
月

三
〇
日
。

永
姓
青
年
団
：
簡
徳
生
（
三
四
人
）、
講
話
会
、
国
語
練
習
会
、

副
業
講
習
会
。
大
正
一
一
年
一
〇
月
。

秀
恵
青
年
団
：
洪
支
山
（
三
二
人
）、
進
善
会
。
大
正
一
三
年
三

月
五
日
。

（

）
４９

（

）
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渓
州
青
年
団
：
白
龍
樹
（
四
三
人
）、
家
長
会
、
主
婦
会
、
婦
人

会
、
夜
学
会
、
体
育
会
、
庭
球
会
、
水
泳
会
、

音
楽
会
。
大
正
一
二
年
一
〇
月
二
日
。

新
庄
青
年
団
：
洪
深
坑
（
一
二
八
人
）、
国
語
普
及
会
、
指
導
標

講
習
会
。
大
正
一
二
年
三
月
一
一
日
。

こ
こ
か
ら
、
洪
一
族
出
身
の
台
湾
人
教
師
が
草
屯
地
域
の
官
製
青

年
団
運
動
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
青
年
団
の

活
動
経
費
は
主
に
庄
の
補
助
金
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か

る
。
草
屯
庄
助
役
を
務
め
た
洪
清
江
は
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
一
九
三
五
年
に
出
版
さ
れ
た
台
中
州
の
名
望
家
を
評
価
す

る
『
新
中
州
の
展
望
』
で
は
、
洪
清
江
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
（
傍
線
の
部
分
は
筆
者
）。

君
は
草
屯
庄
番
子
田
の
人
、
郡
下
切
っ
て
の
名
望
家
と
し
て
庄

民
か
ら
絶
大
の
尊
敬
と
支
持
を
受
け
て
ゐ
る
。
學
成
り
て
か
ら

君
は
実
社
会
の
人
と
な
り
其
の
明
快
な
手
腕
を
忽
ち
に
し
て
世

人
の
認
識
す
る
所
と
な
り
早
く
も
草
屯
助
役
に
抜
擢
さ
れ
、
庄

長
の
女
房
役
と
し
て
庄
長
を
輔
佐
し
、
財
政
に
、
庄
治
に
或
ひ

は
産
業
の
発
展
に
献
身
的
努
力
を
續
け
ら
れ
、
同
庄
が
今
日
の

如
き
発
展
を
見
た
の
も
実
に
君
の
力
に
待
つ
所
が
多
い
。
今
や

郡
下
唯
一
の
宝
庫
と
も
云
ふ
べ
き
草
屯
庄
を
背
負
っ
て
立
つ
に

（

）
５１

は
好
固
の
人
物
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
頭
脳
明
晰
で
然
も
社

交
上
手
で
あ
る
君
な
れ
ば
、
益
々
其
偉
大
な
る
抱
負
を
披
瀝
し

て
必
ず
や
幾
多
の
治
績
を
挙
げ
る
事
と
信
ず
る
。
近
き
将
来
の

庄
長
と
し
て
、
益
々
奮
闘
を
續
け
ら
れ
ん
事
を
切
に
望
む
も
の

で
あ
る
。
家
庭
に
は
長
息
耀
勳
君
東
大
文
科
を
卒
へ
臺
北
帝
大

助
手
に
在
勤
し
次
男
耀
堂
君
は
醫
専
卒
業
後
京
都
醫
大
に
研
鑽

中
、
何
れ
も
洋
々
た
る
前
途
を
嘱
目
さ
れ
て
ゐ
る
。
草
屯
庄
中

家
庭
教
育
に
成
功
し
子
弟
の
将
来
進
む
べ
き
処
に
能
く
指
導
し

自
他
共
に
許
さ
る
ゝ
者
多
し
と
云
へ
ど
も
君
の
如
く
圓
満
発
達

し
た
者
少
き
と
云
ふ
。

こ
の
記
述
か
ら
、
洪
清
江
は
家
庭
と
事
業
（
教
師
と
助
役
）
の
両

面
で
順
風
満
帆
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
草
屯
地
域
で
模
範
的
な

存
在
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、「
将
来
の
庄
長
」
と
期
待
さ
れ
て
い
た
洪
清
江
は
結
局

助
役
の
ま
ま
公
務
員
の
生
涯
を
終
え
た
。
こ
れ
は
植
民
地
政
治
体
制

に
よ
る
民
族
差
別
と
も
関
係
す
る
と
と
も
に
、
洪
清
江
の
上
司
で

あ
っ
た
渥
美
寛
蔵
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
。
渥
美
寛
蔵
は
国
語
学
校

卒
業
後
、
草
鞋
墩
公
学
校
校
長
、
草
屯
庄
長
、
改
正
後
の
街
長
な
ど

を
歴
任
し
、
植
民
地
統
治
者
と
し
て
長
期
に
わ
た
っ
て
草
屯
地
域
に

君
臨
し
て
い
た
。
同
時
代
の
人
々
は
洪
清
江
の
昇
任
を
期
待
し
て
い

（

）
５２
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た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
渥
美
寛
蔵
が
街
・
庄
長
を
壟
断
す
る
状
態
は

変
わ
ら
な
か
っ
た
。
洪
清
江
も
大
き
な
支
持
を
得
て
い
た
の
で
、
草

屯
地
域
で
は
渥
美
寛
蔵
と
洪
清
江
の
体
制
が
維
持
さ
れ
続
け
た
の
で

あ
ろ
う
。

草
屯
地
域
の
最
初
の
国
語
学
校
の
校
友
で
あ
る
洪
清
江
は
、
植
民

地
統
治
の
補
佐
役
と
し
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
台
湾
人
の
教
育
と

教
化
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
三
六
年
に
彼
は
助

役
の
座
を
離
れ
た
が
、
新
設
さ
れ
た
草
屯
信
用
購
買
販
売
利
用
組
合

の
理
事
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
民
選
草
屯
街
協
議

会
員
に
当
選
し
、
日
本
の
敗
戦
ま
で
再
任
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
、
皇

民
化
運
動
中
に
同
じ
国
語
学
校
出
身
で
同
族
の
洪
深
坑
と
と
も
に
部

落
振
興
会
の
教
化
委
員
に
も
任
命
さ
れ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
植
民

地
統
治
期
を
通
じ
て
、
洪
清
江
は
協
力
者
と
し
て
の
使
命
を
最
後
ま

で
全
う
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
洪
清
江
が
同
族
の
洪
元
煌
の
組
織
し
た
文
化
運
動
と
社

会
教
育
運
動
に
参
与
し
た
こ
と
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
渥
美
寛
蔵
と
洪
清
江
の
関
係
に
は
影
響
を
与
え
な
か
っ

た
。
一
九
二
七
年
以
前
、
渥
美
寛
蔵
は
洪
元
煌
な
ど
台
湾
文
化
協
会

幹
部
が
草
屯
で
主
催
し
た
文
化
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
炎

峰
青
年
会
の
成
立
大
会
で
祝
辞
を
述
べ
た
こ
と
も
あ
る
。

（

）
５３

（

）
５４

む
す
び
に

─
日
本
人
、
台
湾
人
校
友
に
よ
る
地
域
社
会
の
共
治
─

オ
ラ
ン
ダ
統
治
下
の
台
湾
史
研
究
者
は
、
当
該
時
期
に
お
け
る
植

民
者
と
漢
人
と
の
関
係
を
「
共
構
殖
民
」
と
呼
ん
で
い
る
。
日
本
と

オ
ラ
ン
ダ
の
台
湾
統
治
の
時
期
お
よ
び
植
民
地
経
営
の
度
合
い
は
異

な
る
が
、
少
数
の
植
民
者
が
多
数
の
被
植
民
者
を
統
治
す
る
状
況
は

似
て
い
る
。
日
本
統
治
期
に
お
け
る
地
域
社
会
の
統
治
者
と
被
治
者

と
の
関
係
は
、
鎮
圧
と
抵
抗
の
関
係
と
い
う
よ
り
「
日
本
人
と
台
湾

人
の
共
治
」
の
関
係
に
近
か
っ
た
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
は
日
本
植
民

地
統
治
の
本
質
と
実
効
性
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
植
民
地

統
治
の
構
造
の
中
で
、
地
域
社
会
レ
ベ
ル
で
は
日
本
人
と
台
湾
人
校

友
の
役
割
は
、
統
治
と
被
治
と
い
う
二
元
的
な
構
図
を
超
え
て
い
た
。

「
共
治
関
係
」
の
形
成
過
程
に
お
い
て
は
、
師
弟
関
係
や
、
地
方
官
僚

と
草
屯
地
域
四
大
姓
と
の
関
係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
が
存
す
る
。

例
え
ば
一
九
三
〇
年
代
以
後
、
草
屯
地
域
で
「
李
役
場
、
洪
農
倉
」

と
い
う
言
い
方
が
流
行
っ
て
い
た
。「
李
役
場
」
と
は
洪
清
江
が
退

職
し
た
あ
と
、
李
姓
（
李
昌
期
の
家
族
）
の
人
々
が
助
役
と
会
計
役
な

ど
を
後
継
し
、
役
場
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。「
洪
農
倉
」

と
は
、
洪
一
族
の
洪
火
煉
が
農
業
倉
庫
を
創
立
し
経
営
し
て
い
た
こ

（

）
５５

（

）
５６
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と
を
い
う
。
一
九
三
〇
年
代
に
草
屯
四
大
姓
の
洪

と
李
の
二
族
が
植
民
地
統
治
と
親
密
な
関
係
を

持
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
植
民
者
の

権
力
は
無
限
大
で
あ
っ
た
が
、
草
屯
庄
総
人
口
の

〇
・
八
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
ず
、
官
僚
の
人
数
は

も
っ
と
少
な
か
っ
た
（
表
４
）。
も
し
洪
清
江
な

ど
四
大
姓
を
中
心
と
す
る
若
い
世
代
が
「
共
治
庄

政
」
に
協
力
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
は
た
し
て

渥
美
寛
蔵
に
代
表
さ
れ
る
植
民
者
は
有
効
に
地
域

社
会
を
統
治
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

地
域
社
会
の
地
方
官
僚
が
植
民
地
政
府
の
中
央

官
僚
と
も
っ
と
も
違
う
と
こ
ろ
は
、
ま
ず
彼
ら
が

日
本
の
名
門
大
学
出
身
で
は
な
く
、
高
等
文
官
で

も
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
若

い
こ
ろ
台
湾
に
来
て
地
方
官
僚
に
な
り
、
植
民
統

治
下
で
一
生
を
終
え
、
長
年
地
域
官
僚
を
勤
め
た
。

彼
ら
の
植
民
地
社
会
に
対
す
る
思
い
は
、
台
湾
に

は
短
期
に
し
か
滞
在
せ
ず
、
日
本
政
界
で
の
出
世

を
目
標
と
し
た
植
民
地
高
等
官
僚
と
は
全
く
異
な

る
。
日
本
人
校
友
は
植
民
地
教
育
と
教
化
を
推
進

（

）
５７

（

）
５８

表４ 草屯人口比例および職業別戸数一覧表（１９３６年現在）

合 計外国人本島人内地人

５,１３６１９５,０３３８４戸数

人口

１５,６５２５８１５,４５７１３６男

１５,２２４２９１５,０８１１１４女

３０,８７５（１００％）８７（０.０３％）３０,５３８（９８.９％）２５０（ ０.８％）合計

職業別戸数

１１１（ ２.２％）官公吏

３,１３９（６１.１％）農業

３６８（ ７.２％）商業

６５（ １.３％）工業

９８（ １.９％）交通業

１２（ ０.２％）自由業

１,２１６（２３.７％）日雇

８５（ １.７％）土地收益

４９（ １％）その他

５,１３８（１００％）合計

作成：筆者／出典：南投郡草屯庄役場『草屯庄勢一覧』１９３６年版。
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す
る
任
務
を
担
当
し
て
い
た
の
で
、
暴
力
を
振
う
植
民
地
の
軍
隊
と

警
察
よ
り
も
地
域
社
会
に
溶
け
込
み
、
住
民
の
協
力
を
得
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
植
民
地
政
府
の
地
方
・
中
央
官
僚
に
象
徴
さ
れ
て
い
た

植
民
地
統
治
は
、
依
然
と
し
て
植
民
地
社
会
の
住
民
の
批
判
と
政
治

抵
抗
の
対
象
で
も
あ
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
植
民
地
統
治
下
の
地
域

社
会
に
お
け
る
日
本
人
校
友
と
台
湾
人
校
友
の
役
割
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
研
究
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
論
文
で
検
討
し
た
渥

美
寛
蔵
と
洪
清
江
の
関
係
は
そ
の
一
例
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

（
１
）
台
湾
総
督
府
国
語
学
校
は
一
八
九
六
年
に
設
立
さ
れ
、
当
時
植

民
地
台
湾
の
最
高
学
府
で
あ
っ
た
（
中
等
教
育
機
構
）。
一
九
一

九
年
に
台
湾
教
育
令
に
よ
っ
て
台
北
師
範
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。

国
語
学
校
は
台
湾
の
初
等
教
育
（
当
時
台
湾
籍
学
童
に
対
し
て
公

学
校
を
設
置
し
、
日
本
籍
学
童
に
対
し
て
小
学
校
を
設
置
し
た
。

本
論
文
で
は
公
学
校
を
研
究
対
象
と
す
る
）
の
教
師
を
育
成
す
る

学
校
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
じ
国
語
学
校
（
師
範
部
）
を
卒
業
し

た
公
学
校
の
教
師
は
日
本
人
な
ら
直
接
教
諭
（
校
長
兼
任
）
に
な

る
の
に
対
し
て
、
台
湾
人
は
訓
導
か
ら
は
じ
め
上
司
（
教
諭
）
の

命
令
に
従
う
。
本
論
文
で
は
原
住
民
を
対
象
外
と
す
る
。
な
お
、

国
語
学
校
の
校
友
は
師
範
部
の
卒
業
生
の
ほ
か
に
国
語
部
と
そ
の

他
の
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
研
究
し
た
日
本
人
と
台
湾

人
の
校
友
は
専
ら
初
等
教
育
の
教
師
を
育
成
す
る
師
範
部
の
卒
業

生
に
限
定
す
る
。
台
湾
師
範
教
育
の
沿
革
に
関
す
る
研
究
は
注

（
２
）を
参
照
。

（
２
）
呉
文
星
『
日
據
時
期
臺
灣
師
範
教
育
之
研
究
』（
台
湾
師
範
大

学
歴
史
研
究
所
、
一
九
八
三
年
）。
謝
明
如
「
日
治
時
期
臺
灣
総

督
府
國
語
學
校
之
研
究
（
一
八
九
五
～
一
九
一
九
）」（
台
湾
師
範

大
学
歴
史
研
究
所
修
士
論
文
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
３
）
游
鑑
明
『
日
據
時
期
臺
灣
的
女
子
教
育
』（
台
湾
師
範
大
学
、
一

九
八
七
年
）。「
日
據
時
期
公
學
校
的
臺
籍
女
教
師
」（『
日
據
時
期

臺
灣
史
國
際
學
術
検
討
会
論
文
集
』、
国
立
台
湾
大
学
歴
史
学
系
、

一
九
九
三
年
）
五
五
九
～
六
三
三
頁
。
新
井
淑
子
「
植
民
地
台
湾

に
お
け
る
高
等
女
学
校
出
身
の
女
教
師
の
実
態
と
意
識
─
ア
ン

ケ
ー
ト
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
資
料
─
」（
日
本
文
部
省
科
学
研

究
費
補
助
金
に
よ
る
基
盤
研
究
Ｃ〈
二
〉研
究
成
果
報
告
書
、
一
九

九
八
年
）。

（
４
）
許
雪
姫
編
『
黃
旺
成
先
生
日
記
（
一
～
七
）
一
九
一
二
～
一
九

一
九
』（
台
北
中
央
研
究
院
台
湾
史
研
究
所
、
国
立
中
正
大
学
、

二
〇
〇
八
～
二
〇
一
〇
年
）。

（
５
）
弘
谷
多
喜
夫
「
植
民
地
教
育
と
日
本
人
教
師
」（『
講
座
日
本
教

育
史
』
第
三
巻
、
第
一
法
規
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）。

（
６
）
『
草
屯
鎮
誌
』
に
洪
清
江
の
生
年
は
一
八
八
二
年
と
記
載
し
て

い
る
（
草
屯
鎮
誌
編
纂
委
員
会
編
『
草
屯
鎮
誌
』
南
投
草
屯
鎮
公

所
、
一
九
八
六
年
、
九
三
四
～
九
三
五
頁
）。
国
語
学
校
学
籍
簿

（
国
立
台
北
教
育
大
学
所
蔵
）
の
記
録
に
よ
る
と
明
治
一
一
年
、

す
な
わ
ち
一
八
八
一
年
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
『
臺
灣
人
士

鑑
』（
台
湾
新
民
報
社
、
一
九
三
四
年
、
六
七
～
六
八
頁
）
の
記
述

と
一
致
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
後
者
の
説
に
従
う
。
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（
７
）
臺
灣
総
督
府
編
『
臺
灣
列
紳
傳
』（
台
湾
総
督
府
、
一
九
一
六

年
）
二
二
四
頁
。

（
８
）
臺
北
師
範
學
校
創
立
三
十
周
年
記
念
祝
賀
会
『
臺
北
師
範
學
校

畢
業
及
修
了
者
名
簿
』「
本
島
人
之
部
」（
台
北
師
範
学
校
創
立
三

十
周
年
記
念
祝
賀
会
出
版
、
一
九
二
六
年
）
七
〇
頁
。

（
９
）
一
九
二
〇
年
代
よ
り
洪
元
煌
と
渥
美
寛
蔵
の
師
弟
関
係
が
悪
化

し
た
。
陳
文
松
「
從
傳
統
士
人
到
『
近
代
青
年
』
的
文
化
交
錯
與

轉
換
：『
不
倒
翁
』
洪
元
煌
與
草
屯
碧
山
吟
社
」（『
臺
灣
古
典
文

學
研
究
集
刊
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
九
年
六
月
、
三
三
二
～
三
三
三

頁
）
を
参
照
。

（

）
前
掲
『
臺
北
師
範
學
校
畢
業
及
修
了
者
名
簿
』「
内
地
人
之
部
」

１０
四
七
頁
。

（

）
前
掲
『
草
屯
鎮
誌
』
九
四
三
頁
。

１１
（

）
陳
文
松
「「
校
友
」
か
ら
「
臺
灣
青
年
」
へ
─
臺
灣
総
督
府
國
語

１２
學
校
『
校
友
会
雑
誌
』
に
見
る
「
青
年
」
像
─
」（『
年
報

地
域

文
化
研
究
』
第
九
号
、
二
〇
〇
五
年
、
一
三
八
～
一
六
三
頁
）。

（

）
「
本
島
人
畢
業
生
及
現
在
生
徒
廳
別
」（
台
湾
総
督
府
国
語
学
校

１３
校
友
会
『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
七
号
、
一
九
〇
五
年
五
月
、
一
六

〇
～
一
六
一
頁
）。

（

）
許
佩
賢
「
臺
灣
近
代
學
校
的
誕
生
─
日
本
時
代
初
等
教
育
体
系

１４
的
成
立
（
一
八
九
五
～
一
九
一
一
）」（
台
湾
大
学
歴
史
学
研
究
所

博
士
論
文
、
二
〇
〇
一
年
）
一
五
頁
。

（

）
南
投
県
草
屯
鎮
草
屯
國
民
學
校
『
創
立
七
十
週
年
紀
念
同
學

１５
録
』（
南
投
草
屯
国
民
学
校
、
一
九
七
〇
年
、
三
頁
）。
以
下
『
同

学
録
』
と
略
す
。

（

）
前
掲
、
許
佩
賢
「
臺
灣
近
代
學
校
的
誕
生
─
日
本
時
代
初
等
教

１６
育
体
系
的
成
立
（
一
八
九
五
～
一
九
一
一
）
─
」
附
録
三
、
三
〇

八
～
三
一
一
頁
。

（

）
『
旧
植
民
地
人
事
総
覧

台
湾
編
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一

１７
九
九
七
年
）。

（

）
前
掲
『
臺
北
師
範
學
校
畢
業
及
修
了
者
名
簿
』。

１８
（

）
南
投
庁
出
身
、
一
九
〇
九
年
三
月
国
語
学
校
師
範
部
乙
科
を
卒

１９
業
。『
校
友
会
雑
誌
』
第
二
五
号
（
一
九
〇
九
年
六
月
）
一
六
四
頁
。

同
期
の
校
友
に
有
名
な
王
敏
川
が
い
た
。

（

）
南
投
庁
出
身
、
一
九
〇
六
年
三
月
国
語
学
校
師
範
部
乙
科
を
卒

２０
業
。『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
九
号
（
一
九
〇
六
年
六
月
）
一
一
一
頁
。

同
期
の
校
友
に
新
竹
庁
出
身
の
有
名
な
魏
清
徳
が
い
た
。
洪
清
江

は
校
友
会
の
終
身
会
員
で
あ
っ
た
。『
校
友
会
雑
誌
』
第
二
〇
号

（
一
九
〇
六
年
一
二
月
）
一
〇
六
頁
。
洪
清
江
は
卒
業
後
草
鞋
墩

公
学
校
へ
赴
任
し
、
そ
の
叙
任
辞
令
は
「
臺
灣
公
學
校
訓
導
ニ
任

ス
七
級
下
俸
ヲ
給
ス
草
鞋
墩
公
學
校
勤
務
ヲ
命
ス

洪
清
江
」
と

記
述
さ
れ
て
い
た
。『
臺
灣
教
育
会
雑
誌
』
第
五
三
号
（
一
九
〇

六
年
八
月
）
六
三
頁
。

（

）
一
九
〇
七
年
入
学
、『
校
友
会
雑
誌
』
第
二
二
号
（
一
九
〇
六
年

２１
一
二
月
）
八
七
頁
。
一
九
一
一
年
三
月
に
卒
業
、『
臺
北
師
範
學

校
畢
業
及
修
了
者
名
簿
』「
本
島
人
之
部
」
一
二
七
頁
。

（

）
洪
樵
榕
口
述
、
卓
遵
宏
、
欧
素
瑛
記
述
『
洪
樵
榕
先
生
訪
談
録
』

２２
（
台
北
国
史
館
、
二
〇
〇
一
年
）
五
頁
。
洪
樵
榕
は
洪
火
煉
の
次

男
で
一
九
二
一
年
に
生
ま
れ
、
新
庄
公
学
校
を
卒
業
し
た
あ
と
、

東
京
府
立
第
四
中
学
校
、
二
松
学
舎
、
東
京
高
等
師
範
学
校
に
留
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学
し
て
い
た
。
台
湾
に
帰
っ
て
か
ら
台
中
州
立
第
一
中
学
校
教
師

に
な
っ
た
。
戦
後
、
校
長
、
南
投
県
長
な
ど
を
務
め
て
い
た
。
し

か
し
、
国
語
学
校
学
籍
名
簿
に
洪
火
煉
に
関
す
る
資
料
は
記
述
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
が
国
語
学
校
に
入
学
し
た
か
ど
う
か
は
不

明
で
あ
る
。

（

）
『
校
友
会
雑
誌
』
第
二
五
号
（
一
九
〇
九
年
六
月
）
一
六
八
頁
。

２３
（

）
南
投
庁
出
身
、
一
九
〇
三
年
七
月
に
国
語
学
校
師
範
部
乙
科
を

２４
卒
業
。『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
三
号
（
一
九
〇
三
年
一
二
月
）、
八

〇
頁
。
同
期
の
校
友
に
は
新
竹
庁
出
身
の
有
名
な
劉
克
明
と
蔡
式

穀
が
い
た
。
ま
た
、『
臺
北
師
範
學
校
畢
業
及
修
了
者
名
簿
』「
本

島
人
之
部
」
六
八
頁
を
参
照
。

（

）
一
九
二
三
年
三
月
に
台
北
師
範
学
校
本
科
を
卒
業
。『
臺
北
師

２５
範
學
校
畢
業
及
修
了
者
名
簿
』「
本
島
人
之
部
」
一
〇
八
頁

（

）
一
九
〇
四
年
七
月
に
国
語
学
校
師
範
部
乙
科
を
卒
業
。
同
期
の

２６
校
友
に
は
曾
抜
萃
（
華
）、
張
承
受
が
い
た
。『
校
友
会
雑
誌
』
第

一
六
号
（
一
九
〇
四
年
一
二
月
）、
七
四
頁
、
八
〇
頁
。

（

）
南
投
庁
出
身
、
一
九
〇
五
年
七
月
に
国
語
学
校
師
範
部
乙
科
を

２７
卒
業
。『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
八
号
（
一
九
〇
五
年
一
一
月
）
一
〇

三
頁
。

（

）
南
投
庁
名
間
庄
出
身
、
一
九
一
四
年
三
月
に
国
語
学
校
師
範
部

２８
乙
科
を
卒
業
。
前
掲
『
臺
灣
人
士
鑑
』
五
六
～
五
七
頁
。

（

）
林
倚
宗
は
植
民
地
統
治
初
期
に
設
立
さ
れ
た
台
中
師
範
学
校
の

２９
卒
業
生
。
当
時
の
彼
に
対
す
る
評
価
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。「
君

は
臺
中
師
範
學
校
の
出
身
者
に
し
て
多
年
育
英
事
業
に
從
事
し
殊

に
家
庭
教
育
に
留
意
し
獨
特
の
手
腕
を
發
揮
し
た
長
男
林
野
君
は

碧
峰
醫
院
を
開
業
し
次
男
戊
己
君
は
仁
和
醫
院
を
經
營
し
三
男
四

男
共
在
學
中
で
媳
婦
、
令
媛
共
高
女
出
身
の
才
媛
に
し
て
令
名
高

し
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
林
燕
飛
編
『
新
中
州
の
展
望
』（
台
中
州

締
交
通
信
社
、
一
九
三
五
年
）
三
〇
六
頁
。

（

）
一
九
一
七
年
三
月
に
国
語
学
校
師
範
部
乙
科
卒
業
。『
臺
北
師

３０
範
學
校
畢
業
及
修
了
者
名
簿
』「
本
島
人
之
部
」
八
七
頁
。

（

）
一
九
一
九
年
三
月
に
国
語
学
校
師
範
部
乙
科
卒
業
。
同
前
、
九

３１
四
頁
。

（

）
一
九
二
一
年
三
月
に
台
北
師
範
学
校
本
科
卒
業
。
同
前
、
一
〇

３２
一
頁
。
同
期
の
校
友
に
有
名
な
謝
春
木
が
い
た
。

（

）
一
九
一
六
年
三
月
に
国
語
学
校
師
範
部
乙
科
卒
業
。
同
前
、
八

３３
四
頁
。

（

）
一
九
二
六
年
三
月
に
台
北
師
範
学
校
本
科
を
卒
業
。
同
前
、
一

３４
一
八
頁
。

（

）
一
九
二
六
年
三
月
に
台
北
師
範
学
校
本
科
卒
業
。
同
前
、
一
一

３５
九
頁
。
戦
後
初
期
、
洪
元
煌
の
あ
と
に
草
屯
鎮
長
を
務
め
た
。

（

）
一
九
二
六
年
三
月
に
台
北
師
範
学
校
本
科
を
卒
業
。
同
前
、
一

３６
一
九
頁
。

（

）
一
九
二
六
年
三
月
に
台
北
師
範
学
校
本
科
を
卒
業
。
同
前
、
一

３７
一
九
頁
。

（

）
一
九
二
六
年
三
月
に
台
北
師
範
学
校
本
科
を
卒
業
。
同
前
、
一

３８
一
九
頁
。
前
掲
、
林
燕
飛
編
『
新
中
州
の
展
望
』
三
〇
四
頁
を
参

照
。

（

）
一
九
二
二
年
三
月
修
了
。
同
前
、
一
四
九
頁
。「
洪
克
紹
書
状
」

３９
『
草
屯
文
書
』。
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（

）
弘
谷
多
喜
夫
は
「
そ
し
て
こ
の
傾
向
は
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三

４０
五
年
）
以
降
い
ち
だ
ん
と
強
ま
り
、
日
本
人
が
師
範
教
育
を
独
占

し
た
。
こ
う
し
て
、
師
範
教
育
に
お
け
る
日
本
人
と
『
台
湾
人
』

の
区
別
の
撤
廃
と
は
、
結
局
『
合
法
的
』
な
日
本
人
化
の
強
行
に

ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
前
掲
、
弘
谷
多
喜
夫

「
植
民
地
教
育
と
日
本
人
教
師
」、
三
七
〇
頁
。

（

）
前
掲
『
洪
樵
榕
先
生
訪
談
録
』
二
四
頁
。

４１
（

）
同
前
。

４２
（

）
植
民
地
統
治
下
に
お
け
る
学
校
教
育
に
つ
い
て
、
日
本
人
は
指

４３
導
者
で
、
台
湾
人
は
協
力
者
で
あ
る
と
い
う
構
図
を
指
摘
し
て
い

る
。「
台
湾
の
最
初
の
二
四
年
間
に
は
、
教
育
上
の
明
確
な
亀
裂

（cleavage

）
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
間
に
共
学
は
存
在
し
な

か
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
間
の
教
育
令
は
こ
の
亀
裂
を
当
然
の
こ
と

と
し
、
日
本
人
が
指
導
者
で
臺
灣
人
は
補
助
者
で
あ
る
と
い
う
教

育
を
構
築
し
た
。」
林
茂
生
著
、
古
谷
昇
・
陳
燕
南
訳
『
日
本
統
治

下
の
台
湾
の
学
校
教
育
─
開
発
と
文
化
問
題
の
歴
史
分
析
─
』

（
拓
殖
大
学
、
二
〇
〇
四
年
）、
一
五
一
頁
。

（

）
『「
飛
躍
百
年
：
薪
傳
草
屯
情
」
草
屯
國
小
創
校
百
週
年
慶
特

４４
刊
』（
草
屯
国
小
創
校
百
週
年
校
慶
籌
備
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
）

一
四
頁
。
前
掲
『
草
屯
鎮
誌
』
六
〇
三
頁
。

（

）
洪
清
江
と
渥
美
寛
蔵
の
間
に
全
く
対
立
が
存
在
し
な
い
わ
け
で

４５
は
な
か
っ
た
。
一
九
二
六
年
に
洪
元
煌
は
渥
美
寛
蔵
と
反
目
し
、

庄
の
政
治
制
度
な
ど
を
批
判
し
て
い
た
。
以
下
の
記
述
か
ら
洪
清

江
と
渥
美
寛
蔵
の
間
に
矛
盾
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
会
員
代
表
の
洪
元
煌
は
不
完
全
な
自
治
に
よ
っ
て
庄
長
と
助
役

の
間
に
矛
盾
は
生
じ
た
と
述
べ
た
。
林
野
は
庄
民
大
会
を
開
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
游
見
龍
は
人
間
万
事
塞
翁
が
馬

と
い
っ
た
。
洪
応
用
は
庄
議
会
の
役
割
を
述
べ
た
。
そ
の
他
の
会

員
は
五
分
間
の
演
説
を
行
っ
た
。
滑
稽
な
こ
と
で
あ
る
。
来
賓
の

李
春
哮
は
謝
辞
を
述
べ
、
庄
の
施
政
は
こ
ん
な
に
腐
敗
し
て
い
る

と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
と
い
っ
た
。」（「
有
心
之
庄
協
議
員

勇
退
」『
臺
灣
民
報
』
第
九
二
号
、
一
九
二
六
年
二
月
一
四
日
、
漢

文
）。

（

）
前
掲
『
臺
灣
人
士
鑑
』
六
七
～
六
八
頁
。

４６
（

）
張
深
切
著
、
陳
芳
明
・
張
炎
憲
な
ど
編
『
張
深
切
全
集

巻
一
、

４７
里
程
碑
』（
台
湾
文
経
社
、
一
九
九
八
年
）
二
八
〇
頁
。

（

）
「
草
鞋
墩
民
改
奉
正
朔
」（『
臺
灣
日
日
新
報
』
第
五
五
六
四
号
、

４８
一
九
一
五
年
一
二
月
二
二
日
、
漢
文
）。

（

）
一
九
〇
〇
年
生
ま
れ
、
草
屯
公
学
校
卒
業
、
一
九
二
〇
年
に
公

４９
立
台
中
中
学
校
卒
業
。
許
鍚
専
編
『
草
屯
地
區
開
発
史
資
料
集
』

（
台
湾
洪
氏
家
廟
・
財
団
法
人
洪
氏
子
女
奨
学
基
金
会
、
一
九
九

八
年
）
二
八
〇
頁
。

（

）
草
屯
公
学
校
卒
業
。
戦
争
末
期
に
、
洪
深
坑
ら
と
一
緒
に
教
化

５０
委
員
に
任
命
さ
れ
た
。
前
掲
、
許
鍚
専
編
『
草
屯
地
區
開
発
史
資

料
集
』、
一
九
八
頁
。

（

）
『
青
年
会
其
ノ
他
社
会
教
化
的
団
体
調
』（
台
湾
総
督
府
内
務
局

５１
文
教
課
、
一
九
二
六
年
三
月
）
一
二
頁
。『
全
島
青
年
団
、
処
女
会
、

家
長
会
、
主
婦
会
調
』（
台
湾
総
督
府
内
務
局
、
一
九
二
六
年
度
）

一
五
～
一
六
頁
。

（

）
前
掲
、
林
燕
飛
編
『
新
中
州
の
展
望
』
二
九
二
頁
。

５２
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（

）
前
掲
『
草
屯
鎮
誌
』
三
四
一
頁
。

５３
（

）
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

５４
（

）
欧
陽
泰
著
、
鄭
維
中
訳
『
福
爾
摩
沙
如
何
変
成
臺
灣
府
』（
台
湾

５５
遠
流
出
版
公
司
、
二
〇
〇
七
年
）
二
二
二
～
二
五
二
頁
。

（

）
前
掲
、
許
鍚
専
編
『
草
屯
地
區
開
発
史
資
料
集
─
洪
姓
故
事
篇

５６
─
』
一
六
六
頁
。

（

）
一
九
〇
五
年
の
臨
時
台
湾
人
口
調
査
に
よ
る
と
、
南
投
庁
の
管

５７
轄
地
域
で
は
日
本
人
は
〇
・
八
％
を
占
め
て
い
た
。
台
湾
全
島
で

日
本
人
の
占
め
る
率
は
一
・
九
％
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
比
べ
る

と
南
投
地
域
の
日
本
人
の
占
め
る
率
は
か
な
り
低
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
当
時
二
〇
の
庁
の
中
で
、
桃
園
庁
（
〇
・
四
％
）、
彰
化

庁
（
〇
・
五
％
）、
塩
水
港
庁
（
〇
・
四
％
）、
阿
緱
庁
（
〇
・
五

％
）
よ
り
高
く
、
斗
六
庁
と
並
び
下
か
ら
五
番
目
で
あ
っ
た
。

『
明
治
三
十
八
年
臨
時
臺
灣
戸
口
調
査
記
述
報
文
』（
台
湾
総
督
府

臨
時
台
湾
戸
口
調
査
部
、
一
九
〇
八
年
）
六
一
頁
。

（

）
岡
本
真
希
子
『
植
民
地
官
僚
の
政
治
史
─
朝
鮮
・
台
湾
総
督
府

５８
と
帝
国
日
本
─
』（
三
元
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

〔
付
記
〕
本
論
文
は
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
大
阪

経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
主
催
「
近
代
に
お
け
る
日
本
と
台

湾
」
に
お
い
て
報
告
し
た
も
の
に
大
幅
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

報
告
で
は
洪
清
江
と
洪
深
坑
を
中
心
に
地
域
社
会
で
の
台
湾
人
教
師

の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
本
論
文
で
は
洪
深
坑
を
省
略
す
る

か
わ
り
に
、
日
本
人
渥
美
寛
蔵
に
関
す
る
内
容
を
加
え
、
台
湾
総
督

府
国
語
学
校
出
身
の
日
本
人
校
友
と
台
湾
人
校
友
の
相
違
と
関
係
性

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
大
阪
経
済
大
学
経
済
学
部
近
藤
直
美
先
生
を

は
じ
め
参
加
者
か
ら
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記

し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ち
ん

ぶ
ん
し
ょ
う
・
台
湾
国
立
成
功
大
学
歴
史
学
系
助
理
教
授
）

（
訳
／
え
ん

り
つ
・
大
阪
経
済
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）


